
 

本
年
４
月
か
ら
藤
澤
前
館
長
の
後

任
と
し
て
今
井
公
民
館
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

約
70
年
間
に
わ
た
っ
て
先
輩
職

員
そ
し
て
多
く
の
皆
様
方
の
努
力

に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い

業
績
を
受
け
継
ぎ
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
公
民
館
の
運

営
と
事
業
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

社
会
経
済
環
境
の
変
化
と
と
も

に
価
値
観
の
変
化
や
人
の
つ
な
が

り
も
薄
れ
が
ち
に
な
り
つ
つ
あ
る

昨
今
、
今
井
地
区
に
お
い
て
も
子

ど
も
の
数
の
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
、
次
世
代
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

  

少
子
化
や
高
齢
福
祉
が
社
会
問

題
化
す
る
中
で
今
井
地
区
に
「
福

祉
ひ
ろ
ば
」
が
設
置
さ
れ
て
20
年
、

　

私
こ
と
、
本
年
３
月
末
日
を
持

ち
ま
し
て
今
井
公
民
館
長
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

６
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
地

区
、
町
会
の
皆
様
、
各
諸
団
体
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
頂
戴
し
ま
し

た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
こ
れ
ま
た
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

戸
惑
い
な
が
ら
お
引
き
受
け
し

た
職
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
大
過
な

く
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
惜
し
む
ら
く
は
任
期
半
ば

で
突
然
体
調
を
崩
し
自
分
の
意
の

ま
ま
に
体
が
動
か
ず
、
ま
た
皆
様

に
は
少
な
か
ら
ず
ご
心
配
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
運
営
に
あ
た
っ
て
は
使

命
で
あ
る
「
学
び
」
を
基
本
に
お

き
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
次
か
ら
次
へ
と
新
た
な

事
業
が
続
出
、
関
係
諸
氏
の
お
力

を
仰
ぎ
皆
様
と
共
に
歩
ん
だ
６
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
大
規
模
改
修
は
も
と
よ
り

・
上
條
有
司
選
手
、
冬
季
オ
リ
ン

　

ピ
ッ
ク
初
出
場
Ｐ
Ｖ
開
催

・
地
域
情
報
発
信
事
業
と
し
て
今

　

井
地
区
「
わ
が
ま
ち
再
発
見
」

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

・「
公
民
館
報
い
ま
い
」
３
０
０
号

　

合
冊
版
発
刊

・「
今
井
地
区
ふ
る
さ
と
歌
留
多
の

　

会
」
に
よ
る
「
今
井
の
ふ
る
さ

　
と
歌
留
多
」「
紙
芝
居
」
の
制
作

・「
今
井
地
区
文
化
財
調
査
委
員
会
」

　

制
作
に
よ
る
文
化
財
調
査
報
告

　

書
「
今
井
の
た
か
ら
」
発
刊

・「
今
井
ド
ン
パ
ン
夏
祭
り
」
20
周

　

年
特
別
企
画

・
小
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

　

ル
の
推
進
等
々

　

多
忙
な
中
に
も
こ
の
よ
う
な
時

機
に
館
長
職
が
務
め
ら
れ
た
こ
と

は
誠
に
幸
運
で
あ
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
公
民
館
並
び
に
今
井

地
区
の
益
々
の
発
展
と
皆
々
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
４

月
に
、
今

井
地
区
地

域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

長
に
就
き

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
市

役
所
出
張
所
、
公
民
館
と
福
祉
ひ

ろ
ば
を
一
体
的
に
機
能
さ
せ
、
地

域
の
課
題
を
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
解
決
す
る
活
動
や
取
り
組

み
を
支
援
す
る
組
織
で
す
。

　

豊
富
な
情
報
を
容
易
に
得
ら

れ
、
趣
味
も
多
様
化
し
て
い
る
現

代
に
お
い
て
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
地
域
づ

く
り
」
に
お
け
る
公
民
館
活
動
は
、

身
近
な
人
々
と
身
近
な
場
所
で
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
学
ぶ
機
会
で

あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
の

解
決
に
向
け
、
最
良
の
手
段
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
の

す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
し
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

住
民
主
体
の
横
断
的
な
連
携
を
は

か
る
た
め
「
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
4
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
密
接
に
連
携
す
る

な
か
で
「
公
民
館
」
と
し
て
の
役

割
は
、
地
区
の
皆
様
の
つ
ど
い
の

場
、
ま
な
び
の
場
、
活
動
・
実
践

を
通
し
て
つ
な
が
る
場
と
し
て
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
、
ま
た
子
ど
も
や
若
者
に
は
自

分
の
住
む
今
井
へ
の
愛
着
や
帰
属

意
識
の
醸
成
を
は
か
り
将
来
の
今

井
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

公
民
館
は
今
井
地
区
の
皆
さ
ん

の
、
皆
さ
ん
に
よ
る
、
皆
さ
ん
の

た
め
の
場
所
で
す
。
お
気
軽
に
活

用
し
て
活
動
や
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
た
だ
き
、
楽
し
み
や
生
き
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
豊
か

な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

  

公
民
館
の
運
営
、
事
業
に
関
し

て
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
て
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

館
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　  

今
井
公
民
館
長
　
櫻
井 

貞
文

　
　  

前
公
民
館
長
　
藤
澤 

康
雄

今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　
村
山
育
朗
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皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
公
民
館
活
動
を

公
民
館
長
に
櫻
井
貞
文
さ
ん
就
任

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

6
年
間
、
公
民
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
藤
澤
康
雄
さ
ん
が
3
月
末
日

に
退
任
さ
れ
、
新
た
に
櫻
井
貞
文
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。



大
久
保
圭
司

今
溝　

由
佳

清
水　

知
恵

　
　
　
　
　
　
　

胡
桃
亜
矢
子

塩
原　
　

悠
　

櫻
井　

貞
文

矢
島　
　

玲

清
澤　

克
也

野
尻　
　

光

櫻
井　

英
彰

村
山　

和
男

櫻
井　

伸
彦

花
岡　

幸
子

　

古
池　

健
一　

 　

丸
山　
　

毅

　

野
尻　

和
彦
（
兼
全
市
版
）　

　

丸
山
あ
や
め 　
　

長
村　

知
子

　

古
田　

淑
子

　

※
網
掛
け
は
、
29
年
度
よ
り
の

　
　

留
任
者

上
條　

幸
雄

上
條　

幸
雄

　
　
　
　
　
　
　

古
川　

義
郎

中
村
美
智
子

齊
藤　
　

明

須
澤　

秀
子

大
槻　

義
治

三
村　

和
子

中
島　
　

親

桃
井
多
美
子

中
村　

美
帆

　

村
山
三
代
子

篠
田
み
ほ
子

山
本　

松
雄

桃
井　

唯
勝

丸
山　

祐
介

古
田　

守
一

丸
山　

祐
介

森
村　

政
晴

櫻
井　

貴
司

下
原　
　

梓

久
保
田
文
章

藤
田　

克
彦

勝
又　

和
彦

青
木
真
由
美

松
下
謹
四
郎

中
村　

吉
孝

古
川　

吉
徳

櫻
井　

利
彦

上
條
八
百
喜

藤
嶋　

敏
雄

村
山　

育
朗

衛
生
協
議
会
長

今
井
地
区
公
害
対
策
委
員
長 

【
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会
長
（
上
新
田
・
堂
村
）

副
会
長
（
公
園
西
）

　
中
村
・
中
沢
・
下
新
田

　
境
新
田
・
東
耕
地

　
南
耕
地
・
西
耕
地

　
北
耕
地
・
北
今
井 

　
野
口
・
古
池
・
西
原

主
任
児
童
委
員

町
会
婦
人
部
長

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
長

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
委
員
長

今
井
福
祉
協
議
会
長

子
ど
も
会
育
成
会
長

消
防
団
第
20
分
団
長

交
通
安
全
協
会
支
部
長

鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

今
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

今
井
保
育
園
保
護
者
会
長

今
井
小
学
校
長

鉢
盛
中
学
校
長

県
立
松
本
養
護
学
校
長

今
井
保
育
園
長

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

Ｊ
Ａ
今
井
支
所
長

今
井
道
の
駅
駅
長

鎖
川
土
地
改
良
区
理
事
長

中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
担
当
理
事

空
港
北
交
番
所
長

◇
今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
職
員

 　
　
　
〃　
　

今
井
担
当
保
健
師

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
今
井
公
民
館
関
係

　
公
民
館
長

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
運
営
委
員
長

　
図
書
視
聴
覚
委
員
長

　
文
化
委
員
長

　
体
育
委
員
長

　
館
報
編
集
委
員

　
　
委
員
長

　
　
副
委
員
長

【
町
会
長
】

連
合
会
会
長
（
南
耕
地
）

　
　
　
　
　
　

連
合
会
副
会
長
（
中　
村
）

　
　
　
　
　
　
　

　
上
新
田

　
堂　
村

　
中　
沢

　
下
新
田

　
境
新
田

　
東
耕
地

　
西
耕
地

　
北
耕
地

　
野　
口

　
古　
池

　
西　
原

　
北
今
井

　
公
園
西

【
町
内
公
民
館
長
】

館
長
会
会
長
（
上
新
田
）

館
長
会
副
会
長
（
西
耕
地
）

　
中
村
公
民
館
長

　
野　
口　
〃

　
古　
池　
〃

　
西　
原　
〃

　
公
園
西　
〃

体
育
協
会
長

財
産
区
議
長

開
発
・
空
港
対
策
委
員
長

　
　
　
　
　
　

＊
桃
井　

唯
勝

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

松
雄

　
　
　
　
　
　
　

須
田　
　

潔

　
　
　
　
　
　
　

＊
清
沢　

律
雄

　
　
　
　
　
　
　

＊
田
中　

金
明

　
　
　
　
　
　
　

＊
田
中　

武
彦

　
　
　
　
　
　
　

＊
中
沢　

正
也

　
　
　
　
　
　
　

＊
倉
橋　

新
次

　
　
　
　
　
　
　

清
澤　
　

眞

　
　
　
　
　
　
　

＊
村
山　

正
博

　
　
　
　
　
　
　

藤
牧　

元
茂

　
　
　
　
　
　
　

前
田　

治
紀

　
　
　
　
　
　
　

犬
飼　

宏
治

　
　
　
　
　
　
　

＊
中
野　

謙
一

　
　
　
　
　
　
　

岸
本　
　

健

（
＊
印
は
町
内
公
民
館
長
兼
任
）

　
　
　
　
　
　
　

清
澤　

克
也

　
　
　
　
　
　
　

大
槻　

昌
利

藤
本　

光
利

平
林　

綾
介

有
賀　

孝
志

犬
飼　
　

光

越
山　

靖
則

青
柳　

光
彦

武
居　

孝
治

古
田　

善
雄

　

本
年
４
月
、
人
事
異
動
に
よ
り

今
井
地
区
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
、

公
の
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

①
出
身
地
②
前
任
地
③
モ
ッ
ト
ー

◆
鉢
盛
中
学
校
長
　
藤
田
　
克
彦

①
飯
田
市
②
筑

摩
野
中
学
校
③

「
前
へ
」

◆
松
本
養
護
学
校
長  

勝
又
　
和
彦

①
下
伊
那
郡
阿
南
町
②
教
育
委
員

会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課
③

「
一
足
一
足
山
を

も
谷
を
も
踏
み

越
え
よ
」

◆
今
井
保
育
園
長
　
青
木 

真
由
美

①
松
本
市
野
溝
木
工
②
村
井
保
育

園
③
「
子
ど
も

の
目
線
に
立
つ
、

明
る
い
あ
い
さ

つ
」

◆
空
港
北
交
番
所
長
　
藤
嶋 

敏
雄

①
下
諏
訪
町
②

大
町
市
③
「
前

向
き
に
」

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
次
号
で
紹
介

　

し
ま
す
。

　

3
月
29
日
（
木
）
天
気
良
好
、

参
加
者
19
名
で
木
曽
路
に
向
か
い

ま
し
た
。
先
ず
は
木
曽
町
日
義
に

あ
る
「
旗
揚
げ
八
幡
宮
」
へ
。
義

仲
27
才
、
こ
の
場
所
で
一
千
騎
を

従
え
、
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
を
し

た
そ
う
で
す
。
社
殿
傍
ら
の
樹

齢
8
0
0
年
の
欅
の
木
は
そ
れ
を

見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
こ
の
後
、
林
昌
寺
（
境
内
中

腹
に
兼か

ね
と
お遠
の
お
墓
）、
手
習
い
天

神
（
兼
遠
が
義
仲
の
学
問
の
神
と

し
て
勧
進
し
た
お
宮
）、
イ
チ
イ

の
大
木
が
見
事
。
そ
し
て
兼
遠
屋

敷
跡
（
兼
遠
の
私
領
が
こ
こ
に

あ
っ
た
）
へ
バ
ス
で
移
動
。
義
仲
、

兼
遠
等
は
こ
の
木
曽
の
山
中
を
、

身
の
危
険
に

晒
さ
れ
な
が

ら
、
雄
々
し

く
駆
け
回
っ

て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

何
よ
り
ガ

イ
ド
の
原
勝

美
さ
ん
に
よ

る
熱
弁
が
、
ロ
マ
ン
を
伝
え
て
く

だ
さ
り
、
心
豊
か
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

　

妻
籠
宿
で
は
昼
食
と
街
道
の
散

策
。
食
後
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が

美
味
い
。

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

　
お
世
話
に
な
り
ま
す

今
井
四
郎
兼
平
ゆ
か
り
の

地
と
妻
籠
宿
を
訪
ね
て

平
成
30
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
30
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
30
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
30
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

○
鉢
盛
中
学
校　
　
　

　
　
　
全
生
徒　
　
　
４
６
９
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
82
名
）

　
　
　
30
年
度
入
学　
１
３
７
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
25
名
）

○
今
井
小
学
校

　
　
　
全
児
童　
　
　
１
５
３
名

　
　
　
30
年
度
入
学　
　
　
15
名

○
今
井
保
育
園

　
　
　
全
園
児　
　
　
　
　
72
名

　
30
年
度
入
園　
　
　
16
名

平
成
30
年
度
4
月
入
園・入
学
生
徒
数
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